
○論点

①具体的かつ分かりやすい成果指標を設定すべきではないか。

②我が国の新形式LNG運搬船を普及するための具体的な方策を検討すべきではないか。

事業についての論点等

事業名 担当部局庁

論点等説明シート

新たなエネルギー輸送ルートの海上輸送体
制の確立（LNG船に係る安全性評価手法の策定
経費）

海事局

　北米におけるシェールガスの開発が進展する中、我が国の造船所では、拡張工事が進めら
れているパナマ運河を通航できる条件の下で、最大輸送効率をもつ新たな形式のLNG運搬
船（以下、｢新形式LNG運搬船｣という。）や大型化した新形式LNG運搬船の開発・設計が進め
られている。
　拡大するLNG運搬船市場を獲得するため、平成２６～２７年度は我が国建造の新形式LNG
運搬船の信頼性・優位性が正当に評価される環境整備として、①設計強度、②工作品質及び
③操船性能の安全性評価手法の策定を行い、平成２８年度以降の新たな展開を検討する。

○事業の背景


